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【大滝ダム】 
１．事業の概要 

特になし 

 

２．洪水調節 

特になし 

 

３．利水補給 

特になし 

 

４．堆砂 

特になし 

 

５．水質 

項目 意  見 整 理 状 況 今後の対応方針 
5.3 

水質状況の 

整理 

 

本編 

P5-47 

概要版P.46 

・貯水池の底層DOは低下して

いないが、深い場所で調査

されていないことが原因と考

えられることから、調査地点

については再検討すること。 

・現在の調査地点は、貯水池最深部の

調査とはなっていないため、調査地点

について再検討を行う。 

・調査地点について見直

しを行い、平成30年1月

から最深部での調査を

実施する。 

5.3 

水質状況の整

理 

 

本編 

P5-112～113 

概要版P.52～

53 

・選択取水設備を使って、水

温、濁度の下流河川への影

響を軽減しているが、設備の

運用はどのようになっている

か？コンジット等のゲートの

配置、貯水池の水温、濁度も

考慮に入れ、今後、出水時

の早期濁水排出や10月以降

の放流水温の抑制等につい

ても検討する余地がある。 

ゲート設備の運用状況 

・平常時は選択取水設備により、水

温、濁度を把握して放流している。 

水温・濁度はアユの生活史を考慮し、

時期毎に適切な値を設定し運用して

いる。 

・出水時は、選択取水設備からの取水

が出来ない計画水位維持放流設備及

びコンジットゲートからの放流が主とな

るため、放流水の水温、濁度は取水位

置に依存する。 

また出水時における選択取水設備は、

コンジットゲートからの放流状況、ダム

湖内の水温も考慮し、濁度が低い位置

から取水して放流する運用を行ってい

る。 

・選択取水設備の運用ル

ールの整理を行い、今後

も、ダム湖内及び下流河

川での水温、濁度のモニ

タリングを継続する。 

 また、出水時の早期濁水

排出や10月以降の放流

水温の抑制等について

も検討し改善を行う。 

 

６．生物 

項目 意  見 整 理 状 況 今後の対応方針 

6.3 

生物の生息・

生育状況の変

化の検証 

 

本編 

P.6-105～112 

概要版P.73～ 

74 

・湖岸の裸地化に関しては、

堆砂への影響も考えられる

ため土壌の侵食状況をモニ

タリングすること。 

・現在湖岸の浸食状況のモニタリングは

行っていない。 

・湖岸裸地区域の浸食状

況の調査方法について

検討し、モニタリングを実

施する。 



6.4 

環境保全対策(

土砂還元) 

 

本編 

P.6-136～143 

概要版P.88～ 

89 

・土砂還元について、土砂採

取場所の候補地は、土砂還

元のために大滝ダム下流河

川で求められる粒径の土砂

を確保可能な箇所とすること

。岩盤化した河床で土砂を

留めるためにどう工夫するか

という点についても検討する

こと。 

・土砂還元を行うと、土砂だけ

でなく、生物も一緒に移動す

る可能性もある。特に外来種

については留意する必要が

ある。 

・モニタリング調査（河床材料の粒度試

験）により大滝ダム下流で現在減少し

ている土砂の粒径を把握しており、そ

の結果をふまえた土砂採取場所の候

補地を検討中。また、置き土した土砂

が岩盤化した河床で留まる工夫につい

ても検討を行う。 

・土砂還元において、求め

られる粒径の土砂に留意

して土砂採取箇所を選定

するとともに、効果的な方

法の検討を行い、現地に

おいて試行する。 

・なお、外来種等にも留意

して検討する。 

6.5 

生物の生息・

生育状況の変

化の評価 

 

本編 

P.6-150 

概要版P.95 

・ナルトサワギクについては、

除去するだけではすぐに再

繁茂するので、ススキやヨモ

ギ等、類似した環境に生育

する在来植物を植える等の

工夫が必要になる。寒冷紗

で覆うなどの対策も考えられ

る。 

・本年度の植物調査においてナルトサワ

ギクは、分布の拡大や個体数の増加が

確認された。 

・今後も継続して調査を実

施し、分布の拡大や個体

数の増加が生じていない

か監視し、対策を検討し

実施する。 

 

７．水源地域動態 

特になし 
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